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「漢方の保険診療」を堅持する運動へのご協力依頼 

 

平素より医療対策部の活動にご理解、ご支援をいただきまして誠にありがとうございま

す。 

 さて、去る１１月１１日（水）の行政刷新会議の事業仕分け作業で、医療用漢方製剤（漢

方エキス製剤・煎じ薬）が、健康保険から除外されるという案が出されております。この

動きは、臨床の場でその必要性が認められ教育・研究の充実が進められている現状に逆行

するもので、国民にとって非常に不利益なものと言えます。そして我々産婦人科診療にお

いても、必要不可欠な分野であり代替できるものがありません。 

また漢方には、同じ症状でも患者の状態によって投与すべき方剤が異なるという難しさ

があり、専門性が求められることより医師による処方が必須です。 

以上より国民に質の高い漢方医療を広く提供するためには、保険診療であることが必要

です。  

詳細は別添の資料をご覧いただきたいのですが、我々産婦人科診療の幅を狭くしないた

めにも反対を表明しなければなりません。日本東洋医学会にお任せするだけでなく我々も

行動いたしませんか。是非患者様の協力もいただきたいものです。 

多くの方々の署名をいただいてください。 

 ご多忙中、恐縮ではございますが貴支部会員の先生方へのご協力依頼をお願いいたしま

す。 

  

 なお、産婦人科医会ホームページにウエブ署名のサイト（日本東洋医学会ホームページ： 

http://www.jsom.or.jp/html/index.htmへのリンクも張ってありますのでご利用ください。 

患者様からご署名をいただく際は、個人情報の管理に十分ご配慮願います。上記ホーム

ページ内からは電子署名もできますので、そちらもご案内願います。 
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